
可愛小学校 大薗　清子

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 4
(1) Ｂ 26 Ｂ 1

Ｃ 1 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ 2
(1) Ｂ 23 Ｂ 3

Ｃ 3 Ｃ 0

Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 9 Ａ 1
(2) Ｂ 24 Ｂ 4

Ｃ 1 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 15 Ａ 4
(2) Ｂ 17 Ｂ 1

Ｃ 2 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 15 Ａ 2
(3) Ｂ 18 Ｂ 3

Ｃ 2 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 1
(4) Ｂ 26 Ｂ 4

Ｃ 3 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 10 Ａ 4
(5) Ｂ 24 Ｂ 1

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 19 Ａ 4
(5) Ｂ 15 Ｂ 1

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 1
(7) Ｂ 23 Ｂ 4

Ｃ 4 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 7 Ａ 1
(7) Ｂ 26 Ｂ 4

Ｃ 1 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
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学校名 校長名

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

評定(数値平均) 評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

　ホームページのブログ
を更新したり，学校だよ
り等を定期的に掲載した
りしている。

　学校便り等で地域にも伝
わっている。地域，保護者
との話合いの場も必要。

3.2 3.8

2

　望ましい子供の
姿（知・徳・体）
に向かって数値的
目標を設定し努力
している。

　学力向上へ向けて，学
力検査分析をもとに，授
業改善を図りたい。

　教員が積極的に取り組ん
でいる様子がうかがえる。
学力向上のため，授業改善
を工夫する。3.1 3.4

3

　子供たちは、
楽しそうに生き
生きと学校生活
を送っている。

　各学級で連絡ノートや
学級だよりを通じて児童
の様子を伝え，理解と協
力をお願いしている。

　学校参観，運動会等で笑
顔で頑張っている様子が見
られた。家庭生活，日常の
行事においても快活さを求
めたい。

3.2 3.2

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

　すこやか委員会で共通
理解を図り，課題に対し
ては全体で誠意をもって
対応している。

　いじめの判断は難しいが学校は状
況を判断して適切に対応している。
月一回の主任児童委員・民生委員と
の情報交換で様子がよく知らされて
いる。不登校児童の家庭訪問を通じ
て信頼関係を深めるとよい。

3.4 3.8

5

　子供たちの安全
（登下校時、自然
災害時）について
細心の注意を払っ
ている。

　子供たちの安全につい
ては，随時，交通安全，
避難行動等の指導を行っ
ている。

　通学路が狭く交通量も多
いので，安全指導を徹底す
る。登校時の車の送迎が，
事故を起こしそうで怖い。3.4 3.4

6

　教職員は、子
供や保護者、地
域との望ましい
関係を築いてい
る。

　保護者アンケート等
で，担任への感謝の言葉
の記述が多く見られた。

　教員が地域行事に積極的
である。保護者の積極性に
期待する。地域に学校行事
参観を呼びかけてはどう
か。

3.1 3.2

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑に囲
まれている。

　清掃指導・緑化活動に
ついては，担当職員の呼
びかけで全職員で意識し
て取り組むことができ
た。

　教室，廊下，花壇等抑制
るされている。色とりどり
の花が咲き，花の配置もき
れいである。3.3 3.8

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

　毎月，学年ごとに分担
し確実な安全点検を実施
し，指摘箇所の迅速な改
善に努めている。

　学校と民家との境界に柵
が設置され改善された。安
全対策はしっかりしている
と思うが遊具が少ない気が
する。

3.6 3.8

9

　子供たちの学
力や体力の実態
が保護者や地域
によく知らされ
ている。

　学校だより等で学力調
査の分析結果を知らせ，
周知している。家庭へ家
庭学習の協力を求める必
要がある。

　学校便りでよく知らされ
ている。クラブ，習い事を
している児童は体力がある
が歩く，走る児童が減った
気がする。

3.1 3.2

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

　登校時の見守り活動
等，地域から多くの御協
力をいただいている。忘
れ物が多い等，家庭との
連携が必要である。

　スクールガードや教員の補助など
連携がうまく取れている。登下校時
の見守り活動もいろいろな方が協力
している。送迎の車を減らしてほし
い。温度差のないことを望む。3.2 3.2



学　　校　　名

可愛小学校

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 1
(6) Ｂ 25 Ｂ 3

Ｃ 7 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 1
(6) Ｂ 20 Ｂ 3

Ｃ 4 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 1
(6) Ｂ 26 Ｂ 4

Ｃ 5 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 0 Ａ 0
(2) Ｂ 12 Ｂ 3

Ｃ 21 Ｃ 1
Ｄ 1 Ｄ 1
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ
(8) Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ

＜学校関係者評価結果及び委員の意見等をふまえた次年度の改善点と対応策＞
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番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価(集約） 学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)

11

　小中一貫教育
は、積極的に実践
され、子供たちの
姿として現れてい
る。

校内において，小中一貫
教育に対する共通理解，
認識を高めていく必要が
ある。

　中学校の先生が小学校で
指導されて，小中一貫教育
が実践されている。
　そこまではまだ行動はで
きていないと思う。

2.9 3.0

12

　薩摩川内元気
塾は、子供たち
に夢や元気を与
えてくれてい
る。

　各学年に応じた講師招
聘を検討する必要があ
る。

　講師が足りないと思う。

3.0 3.0

13

　英語教育の推進
について、小・中
学校の特質を活か
して充実が図られ
ている。

　ALT，ESTを活用して英
語の授業が充実してきて
いる。中学校からの出前
授業を積極的に取り入れ
たい。

　児童が登下校時に英語み
たいな会話をしていること
があるので，楽しく学習し
ていると思う。2.9 3.2

14

  子供たちは、
学校や地域で進
んであいさつを
している。

　学校で教師への挨拶は
できるが地域に帰ると不
十分である。顔を知って
いる地域の方へは必ずあ
いさつできる態度を育て
たい。

　顔を知っている人には良
く挨拶をする。こちらから
声掛けすると返事が返って
くる。子供たちから先に声
掛けをしてくれることを望
む。

2.3 2.4

↑A=4点、B=3
点、C=2点、D=
１点として、学
校教職員の評価
を平均（小数第
１位まで）

↑A=4点、B=3点、
C=2点、D=１点とし
て、学校関係者評
価委員の評価を平
均（小数第１位ま
で）

○　小中一貫教育の推進・薩摩川内元気塾について
　・　取組の様子が地域にも理解を得られるよう，学校便りでの紹介，行事等の参観の機会
　　設定等，工夫する。
○　子供たちの学校や地域での挨拶の充実について
　・　まずは学校での挨拶（教師と子供，子供同士，来客への挨拶，会釈)を徹底して指導し，
　　挨拶する態度を定着させる。
　・　家庭での挨拶を保護者に啓発し，学校と家庭で共通指導を行う機運を高める。
　・　「オアシス運動」をもとに，地域で顔見知りの方へ進んで挨拶するよう，学校・家庭・
　　地域一体となって子供たちに指導する。

15
#DIV/0! #DIV/0!


